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1．はじめに

新型コロナウイルス感染症の流行により，
2020年は世界的に大きな混乱が続いた。大学
教育も例外ではなく，多くの大学でキャンパス
への学生の立ち入りが禁止となった影響で従来
型の対面授業が実施されず，2020年 6月 1日
の段階で約 9割の大学で遠隔授業が導入された
（文部科学省，2020）。特に前期授業期間におい
ては，多くの大学生がキャンパスへの通学が叶
わず，自宅で遠隔授業を受講する生活が続いた
と言える。2020年度の後期授業期間では対面
授業が段階的に実施されているものの，このよ
うな友人との交流や身体活動が制限された環境
下では，精神的・身体的な健康の維持が課題と

なる。
心身の健康の維持に肯定的な影響を与える活
動として，自然環境下での活動が挙げられる。
White（2019）は約 2万人を対象とした大規模
調査から，自然環境下に週 120分以上滞在した
人は健康状態およびウェルビーイングが高いこ
とを明らかにしている。またその自然体験は，
長時間の滞在を一度であっても，短時間の滞在
を複数回であっても両者に差はなく，1日に 17

分程度でも自然を感じる場に身を置くことで，
心身の健康を向上させる効果があることを報告
している。
我が国の大学教育の中でも，大学体育は，自
然体験活動を教材として活用してきた教育活動
のひとつと言える。これまで，大学体育として
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の内容について回答を求めた（表 2）。
① 自然に対するイメージ（14項目）：神崎（1981）
を元に作成
② 野外運動に対するイメージ（7項目）：神崎
（1981）を元に作成
③ 自然体験に対する意欲
また，授業終了後の感想レポートを質的デー
タとして用いた。

3.2. 調査対象
上記授業の履修生のうち，授業前後の 2度の
調査に不備なく回答した 43名（平均 18.3歳）
を量的分析の対象とした。またレポート記述の
分析には，提出された全てのレポート（60名分）
を使用した。

3.3. 統計処理
①自然に対するイメージ，②野外運動に対す
るイメージ，③自然体験に対する意欲の得点は，
対応のある t検定を用いて授業前後での変化を

検討した。なお，全ての統計処理には IBM社
SPSS Statistics 26を用いた。

3.4. 倫理的配慮
調査の際は，回答はすべて集団データとして
統計処理され匿名性が保たれること，研究への
協力は自由意思に基づくもので成績には関係し
ないことなどを説明し，倫理的配慮を実施した。

4．結果と考察

4.1. 自然に対するイメージの変化
授業前後での「自然に対するイメージ」の得

点変化を検討した結果，14項目のうち以下の 7

項目に有意な変化が確認された（表 3）。
1） 「狭い／広い」：授業後に「狭い」方向への
変化（t(42)＝2.20, p<.05）

2） 「明るい／暗い」：授業後に「明るい」方向
への変化（t(42)＝2.80, p<.01）

3） 「騒がしい／静かな」：授業後に「騒がしい」
方向への変化（t(42)＝6.19, p<.001）

調査項目 No.
1 1. きれい 〜 5. きたない
2 1. 狭い 〜 5. 広い
3 1. 明るい 〜 5. 暗い
4 1. 危険 〜 5. 安全
5 1. 大きい 〜 5. 小さい
6 1. 騒がしい 〜 5. 静かな
7 1. 苦しい 〜 5. 楽しい
8 1. 透き通る 〜 5. 濁った
9 1. 厳しい 〜 5. やさしい
10 1. 新しい 〜 5. 古い
11 1. 遠い 〜 5. 近い
12 1. あたたかい 〜 5. つめたい
13 1. すき 〜 5. きらい
14 1. とまっている 〜 5. うごいている
1 1. きれい 〜 5. きたない
2 1. 危険 〜 5. 安全
3 1. 苦しい 〜 5. 楽しい
4 1. 厳しい 〜 5. やさしい
5 1. 新しい 〜 5. 古い
6 1. 遠い 〜 5. 近い
7 1. すき 〜 5. きらい

自 体 に対 る意
今後、自然の中で身体を動かす機会は…

1. 作りたいとは思わない 〜 7. 作りたい

質問項目

自 に対 るイメージ
※神崎（1981）を元に作成
※5段階のSD法

に対 る
※神崎（1981）を元に作成
※5段階のSD法

表 2 調査に用いた質問項目
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体験や当時の快感情が想起され，再体験への意
欲が高まっていたことが窺えた。また講義内で
野外教育の効果に関する理論を学んだことを契
機に自分自身の経験をふりかえり，当時は気づ
かなかった体験の意味を認識したことで，今後
の自然体験への意欲を高めていた記述が多く見
られた。
レポート記述例：
「講義では，画面越しでも参加できるゲームが
あってすごく楽しめました。小学生の頃，よく
家族や友達とキャンプに行っていたので，この
動画に写っていた自然を見て，またキャンプに

行きたくなりました。…動画内ではあります
が，久しぶりにたくさんの自然を見れて落ち着
いた気分になれました。」
「小学生だった頃，遊ぶのはほとんどが公園だっ
た。外で遊ぶ子どもも多く，最初は知らない仲
でも遊んでいくうちに仲間になり，大勢で秘密
基地を作ったりしてきた。…サマーキャンプで
は火おこし，沢遊び，山を越えるウォークラ
リー等を様々な年代の友達と共に経験した。そ
ういった自然の中での直接体験は自分の成長に
繋がり，今に生きている。問題解決に向けて工
夫する力や協力する力，創造性など…講義動画

図 4 自然体験活動への意欲向上に至る過程

M SD M SD

今後、自然の中で身体を動かす機会は
（１ 作りたいとは思わない〜７ 作りたい）

4.93 1.37 5.93 0.83 -7.29 .000 ***

Pre Post t p

*** p <.001

表 5 自然体験活動に対する意欲の授業前後の得点変化
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を視聴して，私は知らず知らずのうちに野外活
動を通して様々な効果を得て，そしてそれが今
にどれほど生きていたかが良く分かった。」
2）自身の五感との対峙
講義内では，「認知・感情・身体の動きを伴

う 6つの感覚（聴覚，直観，触覚，味覚，視覚，
嗅覚）」が野外教育の基盤であることを強調し，
オンラインネイチャーゲーム体験の際には，五
感を研ぎ澄ませることを促した。そのため講義
動画の視聴中は多くの学生が自分自身の感覚と
向き合い，五感を働かせる機会として自然体験
の価値を理解していた。講義内で実施した自然
体験はオンライン環境下のものであり，実際の
自然環境下での体験と同質であるとは言えない
が，自然環境下での五感の動きを疑似的に体験
したことで，実際の自然環境下での活動へ意識
を向ける契機になっていた。
レポート記述例：
「もともと僕は，アウトドアというよりインド
アが好きで，用がない限りは基本的に外に出る
ことはありません。そんな僕でも外に出るのも
悪くないなと思うような内容でした。講義の中
で野外活動の感覚を疑似体験できたことが大き
いと思います。やはり，自分の部屋の中に長い
間いると，そういった人間の持つ感覚をほとん
ど使う機会がないため，野外活動でどういう感
覚が使われるのか分かりません。…「サウンド
マップ」で流れた音声は心が穏やかになり，と
ても心地が良いものでした。…意外なところで
自然の中にいることの良さを見つけることがで
きました。」
「オンライン野外体験はおもしろい体験でした。
自然の中から非自然物を見つけることは思った
以上にとても難しかったです。心なしか外に出
る回数も減って，…自然に対しての意識や関心
が薄れていったと思います。自然（周りの環境）
に目を向けることは当たり前にやっているつも
りでも出来ていないなと感じました。つまり，
野外活動は周りを見て考える活動です。また機
会があればやりたいです。」

「（サウンドマップでは）鳥や虫の音がとても綺
麗で，こんな大自然の中を歩いてみたいという
思いから想像が膨らみました。」
3）コロナ禍の生活環境との比較
講義が実施された 2020年 6月は，新型コロ

ナウイルスの流行に伴い自粛生活が要請され，
多くの大学で遠隔授業による授業が続いている
状況であった。そのような状況下で自然体験活
動について学び，疑似的に体験したことで，コ
ロナ禍の生活で抱えるストレスや不安を解決す
る手段として自然体験活動の意義を認識してい
たことが窺えた。
レポート記述例：
「講義の中で面白い遊びをやり，久しぶりに楽
しいと感じることができました。最近はずっと
パソコンやスマートフォンに向き合っていて，
五感を使ったり，神経を集中させることがな
かったので非常に新鮮な感覚でした。」
「今の時期はコロナウイルスの影響で人と密接
することを禁じられていますが，逆に普段では
触れ合うことの少ない自然の中で過ごすことで
ストレスの軽減や運動不足の解消になると思い
ます。私も今回の講義を機会に，今週末は自然
に触れて気持ちをリフレッシュしたいと思いま
す。」
「今現在，新型コロナウイルス感染症のため，
自粛生活が続いています。家で過ごす時間が長
く，なかなか外で自然に触れる時間がありませ
ん。…基本的に一人で過ごすため誰かと会話を
することもなく，周りの風景は見慣れた自分の
部屋です。変化のない刺激の少ない日々はあっ
という間に過ぎていくように思います。そして
何も成長していないようにも感じます。…自然
は人間の五感を刺激します。刺激があるという
ことは変化があるということで，変化があると
いうことは時間の流れがあるということです。
野外教育や野外活動によってストレスが軽減
し，気分が良くなるというのは，時間を肌で感
じることが出来るからだと思います。…野外教
育や野外活動はただのイベントではなく，人間
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が生きていくうえで何か大きな意味を与えるも
のではないかと思いました。…今回の講義を通
してあらためて自然の力について深く考えるこ
とが出来ました。健康な生活を維持するために
『自然に触れる』ことをしていきたいです。」
4）�社会で求められる力の獲得の場としての認

識
主に講義によって野外教育の効果を理解し，

その能力が現代社会で必要な能力であるという
認識から，自然体験の機会への意欲を高めてい
た学生も多くみられた。
レポート記述例：
「身長の 2倍以上ある壁を，協力し全員で登る
というもの（＝ASEのウォール）を見て，野
外教育によって得ることが出来る効果は社会か
ら求められる能力と共通すると感じました。明
確な答えがない課題を解決するための手段を探
す，互いに尊重し声を掛け合い周囲の人と関係
を保つ能力や，一つの課題にまっすぐ取り組み
諦めない心を育てること…達成感や自信，周囲
の人のありがたさを実感することが出来ると思
います。何をするにも便利さを追求し，ストレ
ス社会やマニュアル人間という言葉が存在し，
自分の頭を使って考えるということが少なく
なっている現在，自然と触れることが以前に比
べて減っているからこそ，野外教育は大切だと
思います。」
「キャンプの中で，子ども達は不確実な答えを
探すことが出来るというお話があった。自分た
ちで木を探し，火をつけてご飯を食べるという
ことにより，普段は使わない力を養うことがで
きると講義により改めて強く感じた。また，指
導者が答えを教えてしまうのではなく，サポー
トするという立場にいることが大切だというこ
とに驚きもあったが，それが一番，子どもの力
がつくいい方法なのだと深く理解した。…これ
からの世界や日本のトップで活躍していくため
には，創造力を働かせ，まだ人が不可能なこと
を可能にすることが大事なのではないかと思っ
ている。そのため，一見ただの遊びに見える野

外活動も，このような野外教育により力をつけ
ることは，日本にとっても，これからの世界に
とってもいい影響を及ぼしていくと思った。…
たまには野外活動をして，自分自身のレベル
アップをしていきたい。」

5．まとめ

本稿では，A大学において 1年次を対象に開
講された全学共通科目「身体運動科学」内にお
ける特別講義として実施された，自然体験活動
（ネイチャーゲーム）を導入した動画配信型（オ
ンデマンド型）の授業について実践報告を行
い，その成果を検証した。
はじめに，講義後に受講生がもつ自然や野外
運動に対するイメージが肯定的に変化した。お
およそ先行研究と同様の結果であったが，本稿
では自然に対するイメージが「明るい」方向に
有意に変化した一方で，宿泊を伴うキャンプ参
加者を対象とした研究（神崎 , 1981）では変化
がなかったことと比較すると，暗闇や悪天候な
どの自然の多面性に実際に触れることが出来な
い点がオンラインでの体験の課題として挙げら
れた。
また，授業後に自然体験への意欲が有意に向
上した。レポート記述から，オンライン自然体
験を契機とした思考・感覚の動きと，講義によ
る野外教育の価値理解を契機に，「過去の自然
体験の想起と意味の理解」，「自身の五感との対
峙」，「コロナ禍の生活環境との比較」，「社会で
求められる力の獲得場としての認識」の視点か
ら自然体験への意欲を高めていたことが窺え，
オンライン型の自然体験活動であっても，認知
的な理解ができる講義と組み合わせることで，
日常生活で触れる自然や，実際の自然体験活動
への導入としての価値があることが示された。
最後に，野外教育は「認知・感情・身体の動
きを伴う 6つの感覚（聴覚，直観，触覚，味覚，
視覚，嗅覚）」が基盤となる教育活動とされ，
そこで得られるものはオンラインでの体験で代
替できるものではない。しかし，過去に自然体
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験活動の経験がある学生にとっては，オンライ
ンでの自然体験が当時の記憶や感覚を呼び起こ
す契機となり，懐かしさや自然の気持ちよさを
再体験する機会になっていた。一方で自然や野
外での活動に肯定的なイメージを持たない学生
や，自然体験の経験がなく実施への意欲のない
学生がオンライン上で自然体験を疑似体験した
ことで，実際の自然体験への動機づけとなって
いた。以上のことから，オンライン型での自然
体験は，学生を実際の自然へと向かわせ，その
行為が心身の健康増進に発展する可能性がある
点でも，一定の価値があると思われる。
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